やまなし環境学習プログラム
小学校中学年版
１. テーマ




やまなしのエコ大作戦

２. テーマ設定とねらい
　今日の私たちの暮らしは、大量のエネルギーを消費することで成り立っている。エネルギーの多くは、石炭、石油、天然ガスの化石燃料に依存しているため、エネルギー資源の枯渇が危惧されている。これらの対策として、新エネルギーの導入と省エネルギーの活動が不可欠である。

　山梨県は、全国的にも長い日照時間を誇り、水資源が豊富なこと、森林などのバイオマス資源に恵まれていることから、これらを踏まえて太陽光発電、小水力発電、バイオマスの利活用といった新エネルギーの拡大が期待されている。しかし、新エネルギーは、従来のエネルギーと比較してコストが高く、自然条件に左右されるため、供給が不安定である。現在、課題克服のための技術開発が進められている。

　一方、省エネルギーの活動は、教育の現場でも今日的な課題のひとつである。こうした中、子どもたちも「省エネ」や「エコ」といった単語を見聞きする機会は少なくない。給食の牛乳パックを洗ってリサイクル用に回収したり、紙くずをミックスペーパーとして分別したりといった資源循環に関する行動は、日常的になっている。しかしながら、エネルギー利用についての問題を包括的に学んだり、自分たちの活動が、その問題の解決にどのように役立っているのかを実感したりする機会はあまりない。

　そこで、これからは、なるべくエネルギーの消費を抑えて生活していく事の大切さについて理解し、実践していく暮らしを「やまなしのエコ大作戦」と名付け、そこに向けて適切に判断し、行動できる力を身につけるためのきっかけづくりがねらいである。
　指導にあたっては、カーレースやエコクイズなど、子どもたちが興味を持ちやすい体験活動を通して、楽しみながら、山梨県におけるエコライフについての理解を深められるようにしていく。

３. 指導計画（全3時間）

	時数
	テーマ
	主な学習方法
	場所

	1
	太陽と風によるカーレース
	発電体験学習、ワークシート記入
	体育館

	2
	やまなしのエコクイズ
	スライド学習、ワークシート記入
	視聴覚室

	3
	やまなしエコライフ宣言
	発表会形式、ワークシート記入
	教室


※この学習プログラムは総合学習の位置づけであるが、以下の教科単元と関連する。　新学習指導要領準拠　

3年単元

　理科：風やゴムの働き、光の性質、電気の通り道

　社会：地域の人々の生産や販売

4年単元

　理科：電気の働き

　社会：古い道具と昔のくらし、住みよいくらしをつくる、生活を支える電気とガス


































